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研究成果の概要（和文）：我が国の大学においてもGPA制度が導入され，単位取得という学修の“量”だけに着目しが
ちであった成績評価を，その“質”も重んじるという効果をもたらした．一方でGPAを下げることにつながることを避
けるために，学生がとる履修行動（成績評価が厳しい科目の履修回避等）が問題になってきている．つまり，GPA制度
には，学修意欲向上インセンティブだけでなく負のインセンティブをも含んでいる．本研究では，野球における打者成
績の質と学業成績の質とのアナロジーに着目し，野球選手評価数理理論セイバーメトリクスの着想を，大学における成
績評価へ適用し，GPAに代わる新しい成績評価指標を提案するとともにその有効性を検証した．

研究成果の概要（英文）：The performance and productivity of knowledge workers and university students, is 
one of the key areas of management thinking that will emerge during the 21st Century. In this study, the 
author presents a new concept to quantify university student’s academic performance by using 
Sabermetrics which is the empirical analysis of baseball, especially baseball statistics that measure 
in-game activity. The concept is developed by focusing on similarities between a baseball game and a GPA 
grading in university model.

研究分野：教育工学，情報通信システム
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１．研究開始当初の背景 
我が国の大学においても，GPA制度が導入さ
れ，これまで単位取得という学修の“量”だ
けに着目しがちであった大学の成績評価を，
その“質”も重んじるという効果をもたらし
ている．一方で，GPAを下げることにつなが 
るリスクを回避するために，学生がとる履修
行動（成績評価が厳しい科目の履修回避，履
修科目数の自主制限）が問題になってきてい
る．つまり，GPAシステムには，学修意欲を
向上させる正のインセンティブだけでなく， 
負のインセンティブをも含んでいる．そのた
め健全な学習意欲を向上させるような新し
い GPAを開発することが急務である． 
 
２．研究の目的 
本研究では，野球における打者成績の質（単
長打・凡打等）と学業成績の質とのアナロジ
ーに着目し，野球選手評価数理理論セイバー
メトリクスの着想を，大学における成績評 
価へ適用し，GPAに代わる新しい成績評価指
標を提案するとともに，その有効性を検証す
る． 
３．研究の方法 
目的を達成するために，申請者がこれまでに
培ってきた基礎技術（マルコフ連鎖，マルチ
エージェントシミュレーション技術と行動
経済学）を利用し， 3 つの手順：①評価手法
の確立：成績評価指標の考案と学生の履 
修・学習行動エージェントモデルの確立，②
提案評価指標の評価：マルチエージェントシ
ミュレーションによる評価指標の検証，③提
案評価指標の適用・検証：アンケートによる
評価指標の適用・検証とまとめ，で研究を推 
進した．具体的には平成 24 年度は①評価手
法の確立：成績評価指標の考案と学生の履
修・学習行動エージェントモデルの確立に取
り組んだ．平成 25 年度は②提案評価指標の
評価：マルチエージェントシミュレーション
による評価指標の検証に取り組んだ．平成 26
年度は③提案評価指標の適用・検証：アンケ
ートによる評価指標の適用・検証とまとめに
取り組んだ． 
 
４．研究成果 
大学における成績評価へ適用し，GPA に代わ
る新しい成績評価指標を提案するとともに
その有効性を検証した． 
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